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◇管理栄養士等の専門職 を対象 とする 「研究会」
[目　　 的]
　教育 ・研究機 関であ る大学付属 の施設 として一般市民 だけでな く、管理栄養士 ・栄養士 、関
連す る職種 を対象 に、栄養 ク リニ ックの職員或 いは各分野 で活躍 されている方 を講師 に招聰 し
最新 の知見 や技術 の習得 と情報交換 の場 にす ることを開催 目的 とす る。
[内　　容]
平成20年度開催研究会の一覧表
実施日
6月24日(火)
9月27日(土)
10月25日(土)
内容と講師名
第1回 パ ックク ッキ ンク研究会
講 師:木 崎勝夫氏(イ ンス トラクター)
　　　市川靖子氏(管 理栄養士)
第2回 パ ックク ッキ ンク研究会
講 師:市 川靖子氏(管 理栄養士)
「なめらか食」研究会
講師:小 島真由美氏(社 会福祉法人サン
　　　ライフ、社会福祉法人サン・ビジョ
　　　 ン　管理栄養士統括責任者)
対象者
管理栄養士(福 祉
施設関係)
管理栄養士(福 祉
施設関係)
管理栄養士、調理
師
開催場所
ク リニ ック
ク リニ ック
大学調理室
事例紹介1「 パ ッククッキ ング研 究会」
　パ ックク ッキ ングとは、 介護雑 誌 「タベダ ス」 の誌
上 で公開 された電気炊飯器、 電気 ポ ッ トを利用 した家
庭版真空調理法で、材料 と調味料をポ リ袋 に入れ、ボー
ル に水 を張 った中 に沈 めることで、水圧を利用 して脱
気 し、 先の電気器具の 中で加熱 調理す る方法 で ある。
直火を使 用 しない、少量 多種の料理を同時 に調理 で き
る等 の利点が あ り、介護、子育て、単身生活者 、高齢
者世 帯、忙 しい人、調理 に慣れて いな い方な ど、 あ ら
ゆ る立場 の方 に有用 な調理法で あるこ とか ら、新聞や
テ レビに取 り上 げ られ、話題 の調理法 にな って いる。
福祉 ・介護の分野で活躍す る管理栄養士 を対象 に開催
した。
　 パ ックク ッキ ングの利点 がよ く理解で き、即実践 に
活かせ る内容 であ ったため、参加者 か ら大 きな反響が
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あ った。報 告者 も居 住型高齢 者施設 で実施 した ところ、 「作 る喜 びを感 じることが できた」、
「新 しい事 に挑戦 す る楽 しさが味わえた」 な どの声が多 くあ り、 今後、地域高齢者 を対 象 とす
る教室 開催 を企画 でき ると思 われ る。
事例紹介2「 なめ らか食研究会」
　今 日、 医療 ・介護施設等 で提供 され る食事 の
中で、重要度 が高 く、 また改善 を必要 とされて
い る食事 は、 ミキサー食、 きざみ食 の食形態 で
提供 され る摂食 ・嚥下 障害食 であ る。 これ らの
食事 は完成 した料理 を きざむ、 ミキサー にか け
る等 の二次加工 をす るため、 見た 目 も悪 く、美
味 しさを感 じられ るものが少 ない。 嚥下障害 に
対応 す る食形態で、安 全 とされ る固形化 にはゼ
ラチ ンを用いたゼ リー食が ある。 しか し、 温度
管理 が難 しい、低温で供 さな ければな らな い等
の理 由か ら、ゼ ラチ ンに変わ る増粘剤が望 まれ、
活発 に開発 されて いる。 今回 は、その増粘 剤を
用 いた レシピ集 「普 通 食 の よ うな嚥下 障害 食
"なめ らか食 レシ ピ"」 の執筆者 を講 師に招 き
、
増粘 剤 の発売元の㈱ニ ュー トリーの協賛 を得て
の開催 とな った。関心が高 く参加者が70名 近 く
にな ったた め講義、実習 の2交 替で 同時進行で
の開催 にな ったが、参加者か らは 「実演 と実習
が あって よ く理解で きた」、 「今後 もこの様 な企
画 を望 む」等の声 を多 く聞 くことが 出来、 ア ン
ケー ト調査 で も 「大変 よか った」 「よか った」
が共に48%つ つあ り合計で96%を 占めた。メニ ュー
は 『肉 じゃが』、 『鮭 の照 り焼 きなます添 え』 で、
調理 された料理 の素材 を1種 類ずつ フー ドプ ロ
セ ッサーにかけ、増粘剤 を加 えて固め、元 の形
に切 って盛 り付 けた。舌 でつぶ れ る固 さで喉 ご
しもよ く、見 た 目も普通食 と変 わ らない。 また、
各素材 の味 がいき、美 味 しく食べ られた。 肉 じゃがの こん にゃ くも色、形、風味 がそのままに
出来上 が り、驚 きの声 が上 が っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (高 岡)
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